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第第３３章章  支支援援方方法法のの検検討討にに向向けけたた現現状状のの可可視視化化  

 地域センター等の支援者とつながりができると、具体的な支援方法の検討段階へと進み

ます。在職中の支援は、就職や復職時の支援と異なり、職場において、職務の遂行状況や

環境をアセスメントしながら、支援方法を検討することができます。 

ただし、第１章で述べたように、本人や事業主は、支援に至るまでの過程で考えうる対

策を講じ、様々な努力を重ねてきた結果、疲弊感を抱えていることが往々にしてあること

に留意し、本人や事業主のこれまでの努力に対する労いの気持ちを持ちながら、現状のア

セスメントを行うことが重要です。 

この章では、本人と事業主および支援者の三者が、職務内容や職場環境について互いに

齟齬なく共有できるようにするための「職場の“今”の共有シート」(以下「共有シート」

という。) について解説します。 

 

１１  共共有有シシーートト「「職職場場のの““今今””のの共共有有シシーートト」」    

((１１))  概概要要 

共有シートは、本人や事業所、支援者の三者が、課題解決に向けた目標を整理し、支援

の方向性を検討することを目的に、職場を訪問した支援者を中心に、本人との面談や行動

観察、事業所からの聞き取りなどを通して、様々な情報を収集する際に活用します。 

また、仕事の流れや本人が行っている工夫、事業所が取り組んでいる配慮事項等を聞き

取ることで、現状を可視化できるよう工夫しています。 

 

((２２))  構構成成  

共有シートは、「活用方法の説明」、「シートＡ(仕事の流れや本人が行っている工夫)」、

「シートＡ 記入例」、「シートＢ(会社が取り組んでいる配慮や工夫、従業員に対する期

待)」および「シートＢ 記入例」から構成されています。 

表表５５  シシーートト名名とと内内容容  

シート名 内容 

活用方法の説明   シートの活用目的   記入方法 

  記入後の流れ   留意事項 

シートＡ 

（仕事の流れや本人が行っている工夫） 

  取り組んでいるタスク 

  マニュアルの有無   習得状況 

  行っている工夫や起きやすいこと 

シートＡ（記入例） シートＡの記入例 

シートＢ（会社が取り組んでいる配慮や

工夫、従業員に対する期待の確認） 

  会社側が配慮している事項 

  工夫している点   従業員への期待 など 

シートＢ（記入例） シートＢの記入例 

 なお、シートＢの「会社が取り組んでいる配慮」は、厚生労働省障害者雇用対策課発行

の「合理的配慮指針事例集（第５版）」、調査研究報告者 No．121「高次脳機能障害者の働き

方の現状と今後の支援の在り方に関する研究(2014) を活用しています。 
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資資料料４４  活活用用方方法法のの説説明明  

資資料料５５  シシーートトＡＡ（（仕仕事事のの流流れれやや本本人人がが行行っってていいるる工工夫夫のの確確認認））  記記入入例例  

  

  

  

((３３))活活用用方方法法  

アア  使使用用者者  

 共有シートは、表６のとおり支援者が、本人、事業所担当者との相談の際に記入するこ

とで、現状と課題について可視化し、今後の取組に向けた検討に役立てることができます。 

 

表表６６  シシーートトごごととのの使使用用者者  

シート名 

使用者 
活用方法の説明 シートＡ シートＢ 

高次脳機能障害の 

ある従業員本人 
 〇  

事業所担当者 

人事担当者 など 
 

（面談等で把握した場合） 

〇 
〇 

支援者 〇 〇 〇 

 

イイ  使使用用場場面面  

 本人との面談時 

 会社訪問時の事業所担当者からの聞き取りや作業観察時 など 

  

資資料料６６  

シシーートトＢＢ((会会社社がが取取りり組組んんででいいるる配配慮慮やや工工夫夫、、従従業業員員へへのの期期待待のの確確認認))  記記入入例例  
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ウウ．．使使用用手手順順  

          

 支援者は、「活用方法の説明」シートを用いて、共有シ

ートの概要や今回活用する目的について、本人、事業

所担当者に対して説明します。 

 

 

 支援者は、作業観察や面談等を行い、本人と相談しな

がら「シートＡ 仕事の流れや本人が行っている工夫」

を記入します。本人との相談の中で不明確な部分があ

れば、事業所担当者へ確認します。 

 

 支援者は、事業所訪問などを行い、事業所担当者と相

談しながら「シートＢ 会社が取り組んでいる配慮や

工夫、従業員への期待」を記入します。必要に応じ、人

事担当者や産業保健スタッフにも聞き取りを行い、記

入します。 

 

 支援者が記入したシートをもとに、本人、事業所担当

者、支援者の三者で情報を共有します。 

 

 

 

 支援者は、共有した情報のうち、現状の課題とできて

いることを整理します。 

 次に、整理した課題について、本人、事業所がそれぞれ

の目標と取り組む行動を話し合い、【活用方法の説明】

の目標欄に記入します。 

 その後、支援者が実施可能な支援を記入します。 

 最後に、三者で、目標の達成に向けた進捗等を振り返

る時期を設定し、目標欄に記入します。 

 

 

 設定した時期に、目標達成に向けた進捗状況を三者で

確認します。 

 確認の結果、目標の見直し等が必要であれば、再設定

します。 

 

 

 

  支支援援者者かかららのの説説明明  

  
本本人人とと支支援援者者でで記記入入  

（（シシーートトＡＡ））  

  事事業業所所担担当当者者とと支支援援者者

でで記記入入（（シシーートトＢＢ））  

  記記載載ししたた情情報報をを

三三者者でで共共有有  

  

  

((４４))  活活用用ののポポイインントト  

共有シートは、本人や事業所、支援者の三者が協力し、課題解決に向けた目標を整理し、

支援の方向性を検討するためのツールです。しかし、共有シートの導入にあたっては、本

人や事業所担当者が、「自分のこれまでのやり方が間違っていたのではないか」「できてい

ないことを指摘されるのではないか」と不安を抱くことがあります。こうした不安を和ら

げ、安心して取り組んでいただくためには、以下のポイントを意識することが大切です。 

 

①①  安安心心ししてて話話せせるる環環境境をを作作るるたためめ、、丁丁寧寧なな説説明明とと傾傾聴聴をを心心ががけけるる  

支援者は共有シートの記入を急ぐのではなく、共有シートは課題解決に向けた目標を整

理し、支援の方向性を検討することが目的であることを丁寧に説明することが重要です。 

また、本人や事業所担当者の気持ちに耳を傾け、安心して話してもらえるような雰囲気づ

くりを意識することも求められます。 

 

②②  認認識識のの違違いいをを尊尊重重ししななががらら共共有有すするる  

本人と事業所担当者の認識に違いがある場合でも、無理にすり合わせようとしないこと

が大切です。例えば、本人が「できている」と感じていることが、事業担当者が「できて

いない」と評価している場合や、事業所が配慮しているつもりの事項が、本人にはそう受

け取られていない場合などがあります。こうした認識の違いが起きる背景には、日々の業

務の中で生じる感情のすれ違いや、小さな不満の積み重ね、相手の事情を知らないことに

よる思い込みなどがあるかもしれません。三者の認識を共有する際には、それぞれが捉え

ている背景や理由も含めて丁寧に共有することが、支援の方向性の検討に繋がります。 

 

③③新新たたなな課課題題にに合合わわせせてて目目標標をを調調整整すするる  

共有シートに記載された情報や目標は、支援の過程で変化する可能性があります。支援

を進める中で、新たな課題が見つかり、優先すべき事項が変わることがあります。その際

には、目標の再設定や、目標達成に向けた具体的な行動の見直しを行い、本人、事業所担

当者と改めて共有することが重要です。 
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２２  共共有有シシーートトをを活活用用ししたた支支援援事事例例のの紹紹介介  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ さん（ 40 歳 代 ・ 注 意 障 害 ）  

・  ・ Ｆ 社 の人 事 部 に所 属  

・  ・ 担 当 業 務   事 務 補 助  

   清 掃 業 務  

Ｆ 社 （ 小 売 業 ）  

・ 所 属 部 署 Ｇ 係 長  

・ Ｈ 保 健 師  

Ｅ さんは、Ｆ 社 に長 年 勤 務 していたが、最 近 Ｅ さんの仕 事 ぶりについて、共 に働 く同 僚 からＧ 係 長 に相 談

があがってくるようになった。Ｇ 係 長 がＥ さんに話 を聞 いたところ、「 最 近 何 かあったという事 はないが、いつ

もバタバタしている」 といった話 が聞 かれた。G 係 長 は、その後 も E さんと相 談 を重 ねたが、状 況 が好 転 しな

かったため、支 援 機 関 を交 えて対 策 を相 談 してみることを E さんに提 案 した。E さんから支 援 機 関 との相 談

について同 意 が得 られたため、Ｇ 係 長 が地 域 障 害 者 職 業 センターに連 絡 を取 った。 

地 域 障 害 者 職 業 センターのＩ カウンセラーは、Ｆ 社 に訪 問 し、Ｅ さん、Ｇ 係 長 、Ｈ 保 健 師 に話 を聞 いた。 

Ｅ さんからは、 

 

 

 

 

Ｆ 社 （ Ｇ 係 長 、Ｈ 保 健 師 ） からは、 

 

 

 

 

 

Ｅ さん、Ｆ 社 それぞれから支 援 ニーズを聞 いたＩ カウンセラーは、Ｅ さんが１ 日 の中 でどの作 業 でうまくいっ

ていないのかを確 認 すること、Ｆ 社 がこれまで工 夫 してきたことなどを洗 い出 し、支 援 方 針 を検 討 すること

とした。そこで、数 日 間 Ｆ 社 を訪 問 し、共 有 シートをＥ さん、Ｆ 社 とともに記 入 した。 

シートを記 入 して分 かった点  

 

Ｅ さん➡ 

 

 

 

Ｆ  社 ➡ 

 

 

 

 

 

 

・ 一 つの作 業 に集 中 しすぎて、次 の作 業 の開 始 時 間 に間 に合 わなくなりそうになったことがこれまでも

何 回 かあった。16 時 までに終 わらせないといけないと意 識 し、何 とか間 に合 っている状 態 。 

・ 頑 張 ってやっているけど、時 間 に間 に合 わないことがあることを、会 社 の人 にわかってほしい。 

・ 一 日 のタイムスケジュールを作 成 し渡 しているが、一 部 を省 略 したり、決 められた以 外 の時 間 で休 憩 を

取 っていることがある。決 められていることを守 ってほしい。 

・ できていたことが、徐 々にできなくなっているようにも感 じる。我 々はこれまでも E さんができることを

考 えながら対 応 してきたが、さらにどのようなサポートや工 夫 をしていけばよいのか、教 えてほしい。 

・ 休 憩 を取 る頻 度 が増 えるのは、午 後 になると足 が痛 いから。休 憩 は事 務 所 で取 るよう言

われているが、現 場 から事 務 所 まで戻 ると時 間 がかかる。 

・ 一 人 で仕 事 をしているが、現 場 にいくと突 然 「 今 日 はこうしてほしい」 と言 われることが

ある。そのことで、より焦 ってしまっている。 

・ 仕 事 内 容 は、Ｅ さんができそうな内 容 のもので、固 定 化 している。 

・ 多 忙 な環 境 で、口 頭 による説 明 が中 心 。大 事 なところは、Ｅ さんにメモをするよう促 して

いる。 

・ 業 務 報 告 は、日 誌 を活 用 。それ以 外 にも、日 々声 をかける場 面 は多 い。 

・ 事 務 所 には誰 かいるので、困 ったことがあれば事 務 所 に戻 ってくるよう伝 えている。 

・ 熱 中 症 や疲 労 対 策 として、事 務 所 で小 休 止 を取 るよう声 をかけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート記 入 を通 して分 かった点 を、Ｅ さん、Ｆ 社 、相 談 担 当 者 の三 者 で共 有 し、以 下 の目 標 を設 定 した。 

 

設 定 した目 標 達 成 に向 け、ジョブコーチ支 援 を実 施 することになった。ジョブコーチは E さんの作 業 を

観 察 しながら、効 率 的 な仕 事 の進 め方 を検 討 し、F 社 とタイムスケジュールを見 直 した。その結 果 、E さん

の体 の負 担 は軽 減 され、概 ねタイムスケジュールに沿 って作 業 を進 められるようになった。しかし、ジョブ

コーチが作 業 を観 察 する中 で、清 掃 場 所 となる売 り場 等 の現 場 スタッフから「 今 日 はこの場 所 を重 点 的

にやってね」 等 、通 常 の作 業 の流 れとは異 なる対 応 を求 められる場 面 があり、スケジュールどおりに仕 事

が進 まないことが確 認 された。そこで、E さん、G 係 長 、I カウンセラーで話 し合 い、現 場 スタッフから通 常

の作 業 の流 れと異 なる対 応 を E さんに依 頼 する場 合 は、直 接 E さんに指 示 するのではなく G 係 長 を通

してもらうよう、現 場 のスタッフに周 知 することとした。早 速 、G 係 長 は各 現 場 の管 理 者 へ E さんへの作

業 のお願 いの仕 方 について協 力 を依 頼 するとともに、E さんからもジョブコーチが同 行 し、現 場 スタッフ

へ自 分 の特 性 などについて説 明 した。現 場 スタッフからは、「 E さんが困 っていることが分 かって、話 して

もらえてよかった。」 との声 があり、今 後 の対 応 について理 解 を得 ることができた。 

 

Ｉさん（支援者）が来た時、私のやり方がダメだと言われるのかなと思い

ました。私は言いたいことをうまく説明できないので、タイムスケジュー

ルや自分の特性をまとめたものがあると説明しやすく助かりました。 

E さんへの対応には長年悩んできましたが、今回 I カウンセラーやジョ

ブコーチの方の支援を通じて、E さんが何に困っているのかを知ること

ができました。また、タイムスケジュールの見直し等、会社としてどこ

を検討すればいいのかを整理できたこともよかったです。外部の支援者

に話を聞いてもらえたことだけでも気持ちが楽になりました。 

ＥＥささんん  

FF 社社  

支支援援をを活活用用ししたた EE ささんん、、FF 社社のの感感想想  

32



２２  共共有有シシーートトをを活活用用ししたた支支援援事事例例のの紹紹介介  
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・  ・ Ｆ 社 の人 事 部 に所 属  

・  ・ 担 当 業 務   事 務 補 助  
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があがってくるようになった。Ｇ 係 長 がＥ さんに話 を聞 いたところ、「 最 近 何 かあったという事 はないが、いつ

もバタバタしている」 といった話 が聞 かれた。G 係 長 は、その後 も E さんと相 談 を重 ねたが、状 況 が好 転 しな

かったため、支 援 機 関 を交 えて対 策 を相 談 してみることを E さんに提 案 した。E さんから支 援 機 関 との相 談

について同 意 が得 られたため、Ｇ 係 長 が地 域 障 害 者 職 業 センターに連 絡 を取 った。 

地 域 障 害 者 職 業 センターのＩ カウンセラーは、Ｆ 社 に訪 問 し、Ｅ さん、Ｇ 係 長 、Ｈ 保 健 師 に話 を聞 いた。 
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Ｅ さん、Ｆ 社 それぞれから支 援 ニーズを聞 いたＩ カウンセラーは、Ｅ さんが１ 日 の中 でどの作 業 でうまくいっ

ていないのかを確 認 すること、Ｆ 社 がこれまで工 夫 してきたことなどを洗 い出 し、支 援 方 針 を検 討 すること

とした。そこで、数 日 間 Ｆ 社 を訪 問 し、共 有 シートをＥ さん、Ｆ 社 とともに記 入 した。 

シートを記 入 して分 かった点  
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・ 一 つの作 業 に集 中 しすぎて、次 の作 業 の開 始 時 間 に間 に合 わなくなりそうになったことがこれまでも

何 回 かあった。16 時 までに終 わらせないといけないと意 識 し、何 とか間 に合 っている状 態 。 

・ 頑 張 ってやっているけど、時 間 に間 に合 わないことがあることを、会 社 の人 にわかってほしい。 

・ 一 日 のタイムスケジュールを作 成 し渡 しているが、一 部 を省 略 したり、決 められた以 外 の時 間 で休 憩 を

取 っていることがある。決 められていることを守 ってほしい。 

・ できていたことが、徐 々にできなくなっているようにも感 じる。我 々はこれまでも E さんができることを

考 えながら対 応 してきたが、さらにどのようなサポートや工 夫 をしていけばよいのか、教 えてほしい。 

・ 休 憩 を取 る頻 度 が増 えるのは、午 後 になると足 が痛 いから。休 憩 は事 務 所 で取 るよう言

われているが、現 場 から事 務 所 まで戻 ると時 間 がかかる。 

・ 一 人 で仕 事 をしているが、現 場 にいくと突 然 「 今 日 はこうしてほしい」 と言 われることが

ある。そのことで、より焦 ってしまっている。 

・ 仕 事 内 容 は、Ｅ さんができそうな内 容 のもので、固 定 化 している。 

・ 多 忙 な環 境 で、口 頭 による説 明 が中 心 。大 事 なところは、Ｅ さんにメモをするよう促 して

いる。 

・ 業 務 報 告 は、日 誌 を活 用 。それ以 外 にも、日 々声 をかける場 面 は多 い。 

・ 事 務 所 には誰 かいるので、困 ったことがあれば事 務 所 に戻 ってくるよう伝 えている。 

・ 熱 中 症 や疲 労 対 策 として、事 務 所 で小 休 止 を取 るよう声 をかけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート記 入 を通 して分 かった点 を、Ｅ さん、Ｆ 社 、相 談 担 当 者 の三 者 で共 有 し、以 下 の目 標 を設 定 した。 

 

設 定 した目 標 達 成 に向 け、ジョブコーチ支 援 を実 施 することになった。ジョブコーチは E さんの作 業 を

観 察 しながら、効 率 的 な仕 事 の進 め方 を検 討 し、F 社 とタイムスケジュールを見 直 した。その結 果 、E さん

の体 の負 担 は軽 減 され、概 ねタイムスケジュールに沿 って作 業 を進 められるようになった。しかし、ジョブ

コーチが作 業 を観 察 する中 で、清 掃 場 所 となる売 り場 等 の現 場 スタッフから「 今 日 はこの場 所 を重 点 的

にやってね」 等 、通 常 の作 業 の流 れとは異 なる対 応 を求 められる場 面 があり、スケジュールどおりに仕 事

が進 まないことが確 認 された。そこで、E さん、G 係 長 、I カウンセラーで話 し合 い、現 場 スタッフから通 常

の作 業 の流 れと異 なる対 応 を E さんに依 頼 する場 合 は、直 接 E さんに指 示 するのではなく G 係 長 を通

してもらうよう、現 場 のスタッフに周 知 することとした。早 速 、G 係 長 は各 現 場 の管 理 者 へ E さんへの作

業 のお願 いの仕 方 について協 力 を依 頼 するとともに、E さんからもジョブコーチが同 行 し、現 場 スタッフ

へ自 分 の特 性 などについて説 明 した。現 場 スタッフからは、「 E さんが困 っていることが分 かって、話 して

もらえてよかった。」 との声 があり、今 後 の対 応 について理 解 を得 ることができた。 

 

Ｉさん（支援者）が来た時、私のやり方がダメだと言われるのかなと思い

ました。私は言いたいことをうまく説明できないので、タイムスケジュー

ルや自分の特性をまとめたものがあると説明しやすく助かりました。 

E さんへの対応には長年悩んできましたが、今回 I カウンセラーやジョ

ブコーチの方の支援を通じて、E さんが何に困っているのかを知ること

ができました。また、タイムスケジュールの見直し等、会社としてどこ

を検討すればいいのかを整理できたこともよかったです。外部の支援者

に話を聞いてもらえたことだけでも気持ちが楽になりました。 
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